
 

別 紙 

教室業績記載上の注意 

 

１. 記載する業績は前年の 1月から 12月までの業績とする．  

２. 業績の記載方法は「秋田医学」の投稿規定（令和 6年 4月改正）, 8. 原稿作成上の注意事項 9) 引用文献

の記載 の項に準拠する．特に雑誌の略称の表示方法に注意すること． 

変更点：今号より業績の記載は下記の通りになります． 

原著文献 

 1. 福島峰子，太田博孝，真木正博． 子宮内膜症に対するDanazol投与の効果と内分泌学的変動． 日

不妊会誌 28:273-281, 2020. 

 2. Saffhill R, van Gogh VW, O’Connor I, da Vinci L.  Mechanisms of carcinogenesis induced by alkylating 

agents. Biochim Biophys Acta 823:111-145, 2021. 

 3. Yip TC-F, Suzuki-Takahashi Y, Chan WK et al.  Asian perspective on NAFLD-associated HCC. J Hepatol 

76:e72632, 2022. 

単行本 

 1. 熊田 衛． 心臓のダイナミックスと心拍出量． 鈴木泰三，星  猛（編）臨床生理学． 南山堂，

東京，pp. 330-359, 2010. 

 2. Hatch FT, Felton JS, Stuermer DH, Bjeldanes LF. Identification of mutagens from the cooking of food. In: de 

Serews FJ (ed.) Chemical Mutagens: Principles and Methods for their Detection. Plenum Press, New York, vol. 

9, pp. 111-164, 2002 

 3. Bennett MVL, Spray DC. Gap junction. Cold Spring Harbor Laboratory Press, Cold Spring Harbor, NY, 2018. 

３. 当該年度の教室在籍者, 非常勤講師等をまとめて記載する． 

４．記載順は筆頭著者名（演者名）に準じ，アルファベット順（欧文）もしくは五十音順（和文）で列記す

る． 

５. 業績は次の要領で分類し, 投稿予定, 投稿中および最終的な referenceが付く前（in press, Epub ahead of print

等）の業績は加えない．前年記載のものとの重複がないように注意すること． 

1） 著書： 単行本として出版された論文, 総説, 解説, 教科書等の分担執筆を含む． 

2） 総説・解説： 定期刊行物（学会誌, 商業誌を問わない）に掲載された学術論文, 企業の宣伝誌や 社内

報, パンフレット等に掲載された総説, 解説, 随筆, 随想の類は含めない． 

3） 原著論文：  

i） 一定の審査を経て掲載された原著学術論文,  

ii） 審査が明確でない雑誌に掲載された学術論文,  

に分ける。症例報告も上記に該当するものは原著に含めてよい．学会, 研究会等の抄録は含めない

が, 原著に準ずると考えられる Proceedingsは原著の項に含めてもよい．但し, 必ず最後（頁の後） 

に（Proceedings）と明示すること．  

4） 学会発表（抄録）：  

A） 国際学会, 国際シンポジウムなど,  

B） 国内学会 （a）総会・年会, （b）地方会, （c）研究会（企業等の主催する研究会は含めない）に

分けて記載する．さらに研究会は （i）全国規模のものと, （ii）地方研究会とに分けて記載するこ



 

と． また宿題報告, 招待講演, 会長（会頭）講演, パネリスト, 等についてはその旨を明示するこ

と．  

注意点：昨年から記載順は演者名に準じ，アルファベット順（国際学会）もしくは，五十音順（国内

学会）で列記しております． 

5） 報告書, 班会議報告書：  

文部科学省, 厚生労働省へ提出する研究成果報告書, 官公庁および非営利的団体による調査研究報告

書．  

6） その他の刊行物： 

上記に含まれない, 例えば新聞等に掲載された論文, 報告, 意見, 辞典等の専門的用語の解説等で, 内

容が医学に関係あるものに限る．但し, 企業の社内報やパンフレットに掲載されたものや随想の類は含

めない． 


